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【ごあいさつ】

【そっと教える授業のテクニック22】

「ひらがなを定着させるために」
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★☆★ごあいさつ★☆★☆★

　4月22日から10回の連続講座で「会話授業の進め方」というのをや

っています。日伯文化連盟の主催で、わたし（三浦）がお手伝いすると

いうものです。この金曜日（5月20日）でもう6回目が終了しました。

どんな会話クラスがみんなに喜ばれる、役に立つ会話クラスかを考える

ことから始めて、基本練習の進め方、応用練習の進め方、まとまりのあ

る活動の進め方などを体験し、最後に少し実際の授業をやってみて終わ

るという計画です。毎回30人以上の参加者があり、熱気に包まれてい

ます。

　コースが終了したらその内容の一部をここでも紹介したいと思って

いますので、もうしばらく楽しみにお待ちください。
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●●●「ひらがなを定着させるために」●●●

　「会話だけ勉強したいのでひらがなは必要ありません」ある学習者に

こういわれたので、ローマ字を使って教えていますが、いいんでしょう

か。ある先生の悩みです。みなさんは同じようなことで悩んだことはあ

りませんか。その先生はいっていました。やっぱりローマ字で書くと

「TSU」は「つ」ではなく「ちず」または「ちす」、「RA」は「ら」では

なく「は」と発音してるんですよ。

　日本語の発音をローマ字で表すのはなかなか難しく、おそらく正確に

は表すことはできません。ですから、この先生の例のように、学習者が

ローマ字を読むとその人の母語の読み方になってしまうわけです。日本

語教育ではふつう、まず日本語の音を聞かせることから始めます。そし

て日本語の音を表すために作られたひらがなを学習し、それから日本語

を書くときにはこのひらがなを使うようにして、定着を図っていくわけ

です。

　わたしは、十分に時間がある学習者で、これから長く日本語を学習し

ていく意思がある人には、少し無理をしてでも、ひらがなははじめから

学習した方がいいという考えを持っています。途中からひらがなをはじ

めるよりはじめからやったほうが、発音とひらがなの関係を理解しやす

いからです。また、最初の方のやさしい日本語文型をひらがなで読んだ

り書いたりする練習を繰り替えすことで、ひらがなの定着が比較的早く

行えるからです。

　わたしが通常行うひらがなの導入定着方法は次のような感じです。ま

ず最初にひらがなの50音表で字の形と音の導入を行います。まず正し

い音を何度か聞かせて、それから50音表を使ってひらがなの形を見な

がら音を発音させる練習を何度も行います。50音表を使う練習は、字の

形を覚えなくても、50音の順番を覚えれば発音することができます。こ

れを避けるには、「あいうえお」ばかりでなくときどき「おえういあ」

の順番で言わせたり、まったく順序関係なく「そ」「へ」「な」「み」の

ようにランダムに指して発音させたりします。

　しかし、50音表を使うとどうしてもそのひらがなの形を覚えていなく

ても、並んでいる前後の関係などで音を出すことができます。そのため

次の段階では、ひらがな１字1字をカードにしたものを使って、形と音

を一致させる練習をします。文字カードならば順番をばらばらにしてお

けば、その形を覚えていなくては音を出すことはできません。

　次はことば単位で読んで発音する練習です。ことばのカードを作って

練習すると効果的です。日本語のひらがなの音はすべてが1文字1音で

はありません。ひとつの文字に複数の音が対応する場合もあります。た

とえば「しんぶん」のはじめの「ん」と2回目の「ん」は違う音です。

実際に発音してみてください。はじめの「ん」は唇が閉じた「ｍ」の音

ですが、あとの「ん」は唇が開いた「ｎ」の音になっていることがわか

ると思います。つまり日本語の音と表記の関係を自然に習得するために

は、ことば単位で読んでいくことが大切だということです。そして最後

に短い文を聞いてひらがなで書き取るという練習をします。毎時間はじ

めの5分を使って行うディクテーションという練習です。

　以上の導入・練習を毎時間15分ずつぐらいを使って、10文字程度ず

つしていくわけです。拗音（「しゃ」や「しょ」などの音）や促音（小

さい「っ」で表される音）などの特殊音も入れるとだいたい10回ぐら

いで導入が終わります。導入が終わっても毎時間はじめのディクテーシ

ョン練習は続けます。

　すべての板書はひらがなで行います。すべての宿題もひらがなで出し

ます。学習者に配るハンドアウトも小テストも、ひらがな導入終了後は

すべてひらがなで行います。

　学習者には習得の個人差がありますから、すぐに覚える人もいれば若

干時間がかかる人、なかなか定着しない人もいると思います。なかなか

覚えられない人には別の宿題を出したりして応援します。この方法で根

気よくやればだいたい1ヶ月もすれば教室内のすべての学習者にひらが

なが定着します。あきらめずに続けることが大切です。
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アソシエート法というひらがなの教え方があるのをご存知の方も多

いと思います。それぞれの母語の音からひらがなを連想させて覚える

方法です。パイナップルの絵に「あ」という文字を組み入れて、アバ

カシの「あ」という風に覚えさせる方法です。正確な音が習得できる

かどうかはよくわかりませんが、速い定着にはかなりの効果があった、

という報告があります。ブラジルでもブラジル日本語センター（旧普

及センター）が作成したものがあるそうですよ。一度お試しになって

はいかがでしょうか。ここ国際交流基金の図書館にあります。

メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ちしてい

ます。ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　吉川・一甲真由美エジナ

みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人
のための情報のページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
是非一度ご覧下さい
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